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会の結成から3年 目を迎えて
いたばし水と緑の会会長 三 園 1丁 目町会長

鈴木  信 子

4月 29日 、いたばし水と緑の会の総会も無事終了しました。総会に先立ち、静岡県
三島市よリグラウンドワーク三島実行委員会の小松幸子さんにお出でいただき、講演会
をもちました。  、
富士出からの豊かな湧水ほ恵まれた、かつての 「水の都三島」の存亡の危機を救あう

と立ち上がった市民、企業、行政の三者がパートナーシツプを組み、地域の環境改善ほ
取り組お現状と、それまでの苦闘を語らし<楽 しげほ話されて、第二の81るさと板橋の
失われた自然の再生を目標ほそれぞれの分野で活動されている会員にも大変参者になり、
勇気を与えられた講演でした。
赤塚ため池公園の池づ<り には、大勢の方々のご動力をいただきましたが、私の地域

である三園小学校からもご家族で参力8して下さつた方もあり、若いお父さん達の援憂は
頼もしい限りでした。今年度には学校内にビ才トープの池ができるとのことで、子供達
にとつてすばらしい環境教育の現場になることと期待しています。
身近なところから、環境問題に目を向け実行することの大切さを学んできましたが、

これから何を手がけようかと若い方々と一結ほ夢をふ<ら ませるのも楽しい限りです。
世代を越えた人々の力で次世代に少しでも住み良い地球環境を残したいと思います。

よろし<お 力添え下さい。
＼

講演会と総会の報告 :

講演会の出席者は27人 。議演会に来てそのまま入会された方もいて、大変うれしいことで

した。講演会資料をご希望の方は、事務局にお申し出<だ さい (資料代 300円 )。

総会では、 11年 度の活動計画が出され、会長、各プロジェクトのリーダーの続投が決まり

ました。総会後、1時間ほど5班 に分かれ、会め将来像を話し含うワークシヨツプをしました。

次□Eで も報告します。
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成長の早い竹の活用方法として
生活用具や遊び道具をつ<り 、
手でつ<る ことを経験し、
利用することを者えています。
何か作つたことがある人
道具を持つている人く    ず
経験者を知つている人、
やってみたい人、
事務局へご連絡<だ さい。
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生き物たちの水辺ができました

初めての市民参力B

生き物の水辺づ<り は、計画から仕上げまで

「できるところは市民参加」が前提でした。た

だ、計画づ<り は公募によらず、地元町会、い

たばし水と緑の会、行政などの関係者による検

討でまとめました。その経過は会報8暑 で出下

さん、9暑 で菓崎さんが紹介しています。

3月 7日 ほ梅まつりが終わって、整備を受託

した池田園さんがコンクリートを壊し、掘削し、

防水ンートを張るところまでやり、その後の粘

土張りや土入れなどを池田園さんの指導の下ほ

市民が参加して作業しました。けっこうな肉体

労働でしたが、事故もな<な どやがほ終わつて

ほつとしています。

た<さ んの方ほ参力8していただいたのは、生

き物の水辺をみんなで大事にしていきたいから

です。ポランテイア募集のPRは 、いたばし水

と緑の会などの会報や、エコポ、広報いたばし、

梅まつり・農業まつりの会場での呼びかけにょ

:::::i:::::::i:i:i

坂不 郁 子

つて行いました。ボランテイアによる作業日は

雨や曇りのち雨の不運な天候でしたが、3日間

で延べ98人 が参加して下さいました。

市民参カロの整備後、なにがあったか

(1)ホタルの水踏が予想外に痛んでいて水抜け

がひど<水 路を直しました。それでも池は満水

にならず牙―バーフローして流れていきません。

水面の設計高さを変えるため、 16日 ほlE板を

低<す る作業をします。

(2)金魚、ザリガニ、カメが放されてしまいま

した。投げ込まれたショウブほとりました。

(3)池の周囲ほ高い柵をつ<り ました。少な<

とも1年間はこのままです。人が入ると車も生

えな<な るからです。

(4)掲示板をつ<り ました。重要な情報源とな

ります。ここほ来られた方の意見や情報も書き

込める連絡張を据え付けたいと者えています。

作業はほぼ終了、後は水草を植えるだけ

ヨ丹2T,

粘土の締固め作業 3β279
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生き物の水辺はこれからどうなるのか

池づ<り は終わりましたが、生き物の水辺は

これからです。管理の中心は、環境保全課とい

たばじ氷と緑の会赤塚の森ボランテイア、それ

からこの水辺を見守つていきたいと希望される

みなさんです。

生き物のための水辺が、利用者の多い公園ほ

出現するのは初めての試みです。いろいろな憲

見や問題が出て<る と思います。現状や対処方

法についてもみなさんにお知らせし、 「何のた

めに」 「何をしている」のかがわかる運営を目

指したいと者えています。

「都会の自然をどうするか」みんなで者えたい

自然観察マツプの 「身近な森こういて」にも

島井さんが言いていますが、 「自然のために何

かしてあげたい」と手を出すことが、自然のた

めにならないなんてことが多いらしいのです。

よ<ピ 才トーフ
°
という言葉が使われますが、ビ

オトープとは生物の生患する空間という意味で

す。ビ才トーフ
°
が言葉だけにならないように、

ここで自然を守る原則をはつきりさせる必要が

ありそうです。

(1)人は世話を焼かないのが自然なのだ

池に続<地 面ほついては、人が入りそうなと

ころにトゲのあるノイバラを20本 植えました。

後は、種が鳥の真置混じつて落下したり、風で

飛んできて発芽するのを待ちます。踏んだりし

なければ陸上の植物はすぐに生えてきます。外

来種でもいいじやないですか?水車も車や本の

種子より時間がかかりますが、種が風[乗 り、

また水鳥の脚ほ<つ ついてやつてきて、芽を出

し育つてい<は ずです。今回は水草は植えまし

たが、自然は 「つ<る 」のでな<「 待つ」のが

原貝Jでしよう。           す
'

(2)人ほとつての快適性より、生き物にとつて

赤塚の森ボランテイア

の住み易さを選ぷ

都会で 「雑車」や藻 (ア才ミドロ)は 、ゴミ

と同じ<ら い汚いとされています。公園の一角

に出現する生き物のための雑草が、どこまで認

めてもらえるかはまだわかりません。生き物の

ための場所を理解してもらうため|こ、お知らせ

や観察会なども工夫が必要です。それが環境掌

習になると思います。

(3)新しい 「自然との81れあいJを つ<る

子供達に水の中でどろんこになつて生き物を

捕まえさせたい、自然と触れ合わせたいと言う

意見もた<さ んありました。しかし、ここはと

ても小さな場所です。毘虫ほやつて<る ことが

できますが、昆虫のすお環境が持ちません。生

き物とのふれあいは、自然が豊か|こあつた時代

とは属」のあり方があるはずです。生き物を捕ま

えな<て も自然が好きになる、そんなメ三ユー

を赤塚の森ボランテイアが中心になつてつ<つ

ていきたいですね。

市民が参加してつ<つ た水辺です。市民が保

全するピ才トーフ
・
を成功させたいと思います。
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この春のエリンソウ事情

今年の開花は早<、 例年のニリンソウパトロ

ールは、3月 28日 から4月 11日 になり、延

べ86人 がパトロールにでました。赤塚公園管

理所からテントを僧り、土日のパトロールの詰

め所にしました。

赤塚公園でェリンソウのネクタイピンとスカ

ーフ止めがつ<ら れ、記念品として 1個 100

円で、ェリンソウの会が40個 31き受け、会員

に配布しました。

また、公園協会職員、 「川中美幸」フ
°
ロダク

ジヨンの関係者、板橋区みどりと公園課が共同

で観察に来ました。

今年は花が少ないというのが会員の意見でし

たが、方形区の調査でもそれを裏付けました。

例年なら満開をすぎて 1週間<ら いで、花が

見られな<な るのですが、4月 25日 過ぎでも

鑑賞できました。気温などの関係で、花の命が

区の花ェリンソウを保存する会 香 取 書 作

長<な つたのかもしれません。

ニ リン ソウの異常

これまでも三リンソウの株でトウが立つて、

花がつかないのが時々観察され、また、葉の表

面ほ虫の卵のようなものが観察されていました

が、今年も同じような株が何株が観察されまし

た。会員の一人が、関係機関ほ問い合わせ、さ

らに業の一部を見せて 「さび病」 「<ろ ほ病」

と判断されました。

赤塚崖線ェリンソウ自生地ほぼ全部を調査じ

て、その記録をとつて<れ ました。

やはり心配していたことが事実となりました。

防除の方法はわからないようです。今まで全<

観察されなかつた訳ではないのですぐにニリン

ソウが全滅する可能性はないと思います。今後

病気の株の観察を強化する必要があります。

クロスジギンヤンマが大量羽化/
去年の5月、クロスジギンヤンマが卵を産んでいっ

た。乗蓮寺下の掘ったばかりの池にだ。見るたびに

ヤゴは育ち、期待も育つ。11月 には大きくなった

ヤゴと対面、来年 トンポになってからまた会おう/

そして5月 になった。おおよそ 80匹 余り、彼ら

は飛ぴ発つていった。エー、おまえらそんなにいた

の一.″羽化開始は多分 5月 2日 頃、9日 の羽化設

回収数は70数個。最初に見つけたのは小松、江戸

の両名、5月 5日のことでした。今度は美術館前の

新しい池に来るのを待ちたい。 (釣巻岳人 記) 1999年 5月 5日 江戸きよみ撮影
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荒川の河原でレンジヤクを見ました

今年 2月 21日 荒川の河原で 「バンデイング

見学会」がありました。その休憩の時栗林さん

が 「これ、何のかしら」と一枚の羽を出しまし

た。講B面の梶日先生は一目見るや、 「これはL/

ンジヤクの風切り羽です」と認定しました。居

合わせたガから 「どこで拾つたの3と 聞かれ

「家の庭ほ落ちて居たんだ」「る一お。じやあ

栗林さんの所にレンジヤクが来たんですね」

「イヤどうかね。私は見てないんだ」きつと栗

林さんが留守だつたので、訪ねて来たレンジヤ

クが名宋J代わりに置いて帰うたのでしよう。

レンジヤクは綺麗な鳥で、アヽ一ドウ牙ツチヤ

ーに人気があります。図鑑の表紙などにも使わ

れて居る<ら いです。しかし真の行動は大変気

紛れな寒い時期の渡り鳥で、
・
なかなか観察され

ません。ビラカンサの実を食べ過ぎて、多数、

落ちて死んだと報道されることもあれば、年に

よつては全然渡つて来ない事もあるそうです。

3月 13日 、いたばじ野鳥クラブ用例の荒川

河川敷野鳥調査がありました。栗林さんはご都

合で参力Bされず会員5名で行われました。大変

寒い中、午前9日時30分 、
｀
浮間舟渡から出発、

生物生態園、その付近の河川敷などの鳥の種類、

個体数を調べました。年後底なると幾らか暖か

<な り、調査も順調ほ進みました。コミミズク

の越冬していた没渫残土置場の西側を、野球場

の端底そつて土手から川岸までの中間に来た時

です。コミミズクは帰つてしまつて居ないだろ

うが、なほか猛自類は居ないがと捜して居ると、

後ろで他の方行を見ていた方が 「レンジヤクが

高野  十 太郎

いる」と言いました。一瞬耳を疑いました。数

えられた目標のモチの本ほ双眼鏡のピントを合

わす。余り大き<な いモチの本の実は既Eヒ ヨ

ドリやムクドリほ食べられ残り少ないのか、枝

移りしながら実をさがす赤みがかつた顔、シメ
｀

より長<は つきりした黒い過眼線のある鳥が見

えた。すぐに飛び立って、川下の柳に移つた。

今度はプロミナーで覗<。 芽吹き始めた柳の梢

に尾羽の先が赤い鳥が経れている。 3羽 居る。

後頭部の尖つた冠毛、とレンジヤクです。レン

ジヤクには緋レンジヤクと黄レンジヤクの2種

あります。尾羽の先の色で見分けます。ベテラ

ンの方は日本に来るのが少ないキレンプヤクを

好みますが、私ほどちらを見ても嬉しい。幸せ

をかんじます。やがてレンジヤク達は下流の生

態園のお[飛 び去りました。

今の様な状態では、レンシジヤクを見る確率

は非常ほ少ないが、自然が回復され、多<の 方

に美しい鳥を楽しんで頂ける様になつてもらい

たいと思いました。

ヒレンジヤク (フィールドガイド日本の野鳥より)
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活 動 の あ 知 ら せ   ｀

も可)本ュ_仁な左でも参加できます。

荒川自然回復団

●笹目橋緑地の検討会

笹目橋緑地の自然回復の今後産ついて建設省と

話し合います。みなさん参加して<だ さい。

日時 :5月 27日 (本)14:00 北 区志茂

5-41-1荒 川知水資料館amoa3902-2271

連絡先 :かがみ 59作 7505

(090‐1771‐7530)1330ほ 埼京線板橋駅西□集

合 (車も)

●笹目橋緑地の水質ど生き物調査

自然回復予定地の動植物を図鑑を見ながら調査

し、みんなが見分けられるようになることをめざ

します。パツクテストによる水質調査もします。

日時 :毎月 (6～ 10月 )第 1日曜日

6/6、 7/4(雨 天日は次週へ繰り延べ)

集合 :西高島平駅9:45、 現地 10:00

持ち物 :弁当、飲み物、双眼鏡、ルード、三角紙、

国鑑、網、ビチルバケツなど

参加賛 :200円

連絡先 :かがみ 5釧 47505(09い 1771‐7530)

0大 門湿地の再生と観察会穀 弾

日時 :6月5日 (土)現 地 10:00

持ち物 :弁当、飲み物、図鑑、lhE、ビニ…ルバケ

ツなど

参加費 :200円

連絡先 :栗林 3959‐2072

野鳥クラブ ・区の花エリンソウを保存す

る会 ・いたばし水と緑の会の共催

●板橋区の自然回復についてのシンポプウ

ム 会 主催で、11月に計画しています。企画 ・

運営についての意見をお待ちしています。

赤塚の森ボランテイア

●整備 した自然池の調査と作業

国時 :5月 16日 (日)1時 30分 ～4時

雨天の場合は5月 22日

集合 :美術館前の池

持ち物 :双眼鏡、よごれてもいい服装、タオル

金槌

連絡先 :坂本(3579)2598

●狭山丘陵 トトロの森を訪ねる会

森の生態の勉強会をします。

日時 :5月 23日 (日)8時 50分

集合 :西武池袋小手指駅改本b□前

交通 :西武池袋線池袋発段15快速に乗車

持ち物 :弁当、飲み物、双眼鏡、図鑑、帽子

参加費 :200円

その他 :いたばし野鳥クラブ共催

連絡先 :釣巻 (3961) 2875

●植物調査班募集

図鑑を見ながらつ<つ た水辺と林の雑車の調査

をしませんか。

連絡先 :釣巻 (3961) 2875

●林の保護柵づ<り

日時 :6月 27日 (日)午 後 1時 30分 ～

場所 :美術館前

連絡先 :坂本 (3579) 2598

●赤塚世話人会

赤塚の森のあり万ほついて話し合います

日時 :6月 27日 (日)10時 ～12時

場所 :赤塚5丁目集会所

ツツゞ/.カアヤウフZ 1ヽみAlよ伊
・
|こて俊り.


